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商工会は経営支援を通じて
事業者の未来に貢献する

「商工会は 行きます 聞きます 提案します」

2 県連合会通常総会 / EC推進化支援事業

3 補助金一覧 / 法律相談

4 未来を応援 / 共済喜びの声

https://www.gifushoko.or.jp/

旋
や
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
持
続
化
給

付
金
や
一
時
支
援
金
の
申
請
を
手
伝
っ
て

い
た
だ
き
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
更
な
る

取
り
組
み
と
し
て
、
揖
斐
川
町
春
日
の
お

茶
屋
さ
ん
に
春
日
の
茶
葉
を
入
れ
て
風
味

を
生
か
し
た
笹
舟
巻
を
納
品
し
販
売
し
て

い
た
だ
い
た
り
、
今
年
の
春
か
ら
自
家
製

の
あ
ん
こ
を
入
れ
た
笹
舟
巻
を
販
売
し
ま

し
た
。
今
後
も
商
工
会
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。�

（
所
属 

関
市
西
商
工
会
）
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松
屋 

▪
代
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松
田
な
つ
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当
店
の
商
品『
笹
舟
巻
』が

（
通
称
）モ
ネ
の
池
名
物
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
…

企
業
の
沿
革

当
店
は
関
市
洞
戸
で
切
り
餅
、
丸
餅
等

の
一
般
的
な
餅
と
笹
舟
巻
（
ち
ま
き
）
や

草
餅
、
柏
餅
等
の
餅
菓
子
を
製
造
、
販
売

し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
は
63
年
前
か
ら

夫
の
姉
が
岐
阜
市
で
営
ん
で
お
り
、
6
年

前
に
高
齢
に
よ
り
一
時
閉
店
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
が
、
繁
忙
期
に
製
造
を
手

伝
っ
た
経
験
を
活
か
し
、
私
達
が
事
業
を

引
き
継
ぎ
平
成
28
年
に
洞
戸
で
開
業
し
ま

し
た
。

主
に
受
注
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

看
板
商
品
の
笹
舟
巻
を
中
心
に
関
市
板
取

の
観
光
名
所
で
あ
る
（
通
称
）
モ
ネ
の
池

の
す
ぐ
横
に
露
店
を
構
え
て
販
売
し
て
い

元
気
企
業
紹
介

ま
す
。
ま
た
季
節
に
応
じ
て
か
き
氷
や
ぜ

ん
ざ
い
等
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

看
板
商
品 

『
笹
舟
巻
』（
ち
ま
き
）の

商
標
登
録

笹
舟
巻
は
当
店
の
看
板
商
品
と
し
て
販

売
し
て
お
り
、
プ
レ
ー
ン
、
よ
も
ぎ
、
黒

糖
等
様
々
な
味
が
あ
り
ま
す
。
平
成
30
年

6
月
に
商
工
会
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク

を
活
用
し
て
弁
理
士
か
ら
笹
舟
巻
の
商
標

登
録
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
い
た
だ

き
年
内
に
出
願
し
、
翌
年
の
8
月
16
日
に

登
録
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

商
工
会
利
用
と
更
な
る
取
り
組
み

商
工
会
の
支
援
で
小
規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金
を
申
請
、
看
板
や
の
ぼ
り
旗
、

チ
ラ
シ
等
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
効
果

は
大
き
く
、
笹
舟
巻
な
ど
の
お
問
い
合
わ

せ
や
受
注
も
増
え
、
地
元
住
民
や
観
光
客

を
中
心
に
「
モ
ネ
の
池
と
い
え
ば
笹
舟
巻

だ
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
餅
の
製
造
に
役
立
つ
丸

餅
カ
ッ
タ
ー
を
購
入
す
る
た
め
の
資
金
斡

餅
松
屋▲代表者の松田夫妻

▲看板商品の笹舟巻

▲取扱商品の一部 ▲観光名所の（通称）モネの池
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県
連
合
会
で
は
、
五
月
二
十
八
日
に
令

和
三
年
度
通
常
総
会
を
Ｏ
Ｋ
Ｂ
ふ
れ
あ
い

会
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
通
常
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
「
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
」
が
発
出
さ
れ
る
中
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
の
徹

底
や
新
し
い
生
活
様
式
（
岐
阜
県
の
示
す

指
針
）
に
基
づ
き
、
ま
た
、
来
賓
出
席
の

取
り
や
め
等
略
式
開
催
に
て
、
出
席
者
の

接
触
時
間
を
極
力
短
縮
し
た
形
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
岡
山
金
平
会
長
か
ら
日
頃

の
本
会
事
業
活
動
へ
の
協
力
に
対
す
る
謝

意
と「
令
和
二
年
度
は
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
、

コ
ロ
ナ
に
終
わ
っ
た
一
年
と
な
り
、
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
、
ま
た
、
そ
の
防
止
の
観
点

か
ら
様
々
な
影
響
が
あ
っ
た
が
、
各
商
工

会
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
各
種
事
業

を
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
厳
し

い
環
境
の
中
、
経
営
に
対
す
る
小
規
模
事

業
者
の
方
々
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
商
工
会
の
使
命
で

あ
り
、
商
工
会
と
し
て
、
国
・
県
の
経
済

対
策
を
し
っ
か
り
と
活
用
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
市
町
村
と
連
携
し
、
地
域
独
自
の

取
組
み
の
中
で
小
規
模
事
業
者
の
支
援
に

ご
尽
力
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。
県

連
と
し
て
も
国
・
県
の
情
報
を
い
ち
早
く

商
工
会
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、事
業
者
、

商
工
会
の
声
を
国
、
県
に
届
け
て
い
く
。

引
き
続
き
商
工
会
と
一
致
団
結
し
て
、
こ

の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
。」と
挨

拶
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
議
案
の
審
議
に
入
り
、
は
じ
め

に
第
一
号
議
案
「
令
和
二
年
度
事
業
報
告

県
連
合
会

県
連
合
会  

令
和
三
年
度

令
和
三
年
度  

通
常
総
会

通
常
総
会
をを
開
催
開
催

書
、
一
般
会
計
収
支
決
算
書
、
貸
借
対
照

表
、
財
産
目
録
の
承
認
に
つ
い
て
」、
第
二

号
議
案
「
令
和
二
年
度
特
別
会
計
収
支
決

算
書
（
損
益
計
算
書
）、
貸
借
対
照
表
、
財

産
目
録
（
付
属
明
細
書
）、利
益
処
分
計
算

書
の
承
認
に
つ
い
て
」
が
上
程
さ
れ
、
二

議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

次
に
第
三
号
議
案
「
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
の
改
選
に
つ
い
て
」が
上
程
さ
れ
、岡

山
会
長
が
再
任
さ
れ
る
と
と
も
に
、
別
表

の
と
お
り
新
役
員
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
三
年
度
商
工
会
役
員
功
労

者
（
四
十
八
名
）
に
対
す
る
岐
阜
県
商
工

会
連
合
会
長
表
彰
並
び
に
令
和
二
年
度
商

工
会
加
入
推
進
運
動
に
功
績
の
あ
っ
た
商

工
会
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
商
工
会
は
次
の
通
り
で
す
。

【
会
員
純
増
上
位
五
商
工
会
】

瑞
穂
市
、
御
嵩
町
、
柳
津
町
、
坂
祝
町
、

恵
那
市
恵
南
の
五
商
工
会�

※
達
成
率
上
位
順

商工会名等 会長名等
会　 長 中津川北 岡山　金平
副 会 長 岐 南 町 黒 田　　 隆

安 八 町 髙田　英雄
郡 上 市 木嶋　勘逸
笠 原 町 加藤　恒文
萩 原 町 金子　文一

専務理事 県連合会 野原　茂基
理　 事 本 巣 市 坂井田良道

山 県 市 宇 野　　 睦
関ケ原町 澤頭　健治
養 老 町 野寺　兼次
池 田 町 松岡　政美
関 市 東 大 藪　　 太
坂 祝 町 兼松　政則
七 宗 町 長谷川嘉彦
中津川北 早川　正人
金 山 町 松 岡　　 守
古 川 町 谷邉　芳弘
県 青 連 矢島　幹也
県女性連 奥村　佳子

監　 事 笠 松 町 岡田　悠子
揖斐川町 服 部　　 均
高 山 北 下形　憲宜

（任期：令和３年５月29日から令和６年５月28日）

令
和
３
年
６
月
よ
り
全
国
商
工
会
連
合
会

で
は
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
開
設
を
支
援
す
る

た
め
Ｅ
Ｃ
化
支
援
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
開
設
に
関
す
る
基
本
的

知
識
か
ら
、
集
客
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
連
携
な
ど
販

路
を
拡
大
さ
せ
て
売
上
ア
ッ
プ
の
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

開
催
期
間

　
令
和
３
年
６
月
～
令
和
４
年
２
月

会　
場　
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
費　
無
料

セ
ミ
ナ
ー
テ
ー
マ

　
①
Ｅ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
【
啓
発
編
】

　
②
Ｅ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
【
基
礎
編
】

　
③
Ｅ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
【
集
客
編
】

　
④
Ｅ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
【
コ
ン
テ
ン
ツ
編
】

　
⑤
カ
ラ
ー
ミ
ー
シ
ョ
ッ
プ
活
用

　
⑥
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用

　
⑦
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
活
用

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
テ
ー
マ

　
①
カ
ラ
ー
ミ
ー
シ
ョ
ッ
プ
作
成

▼
カ
ラ
ー
ミ
ー
シ
ョッ
プ
１
年
間
無
料
特
典

商
工
会
特
別
プ
ラ
ン
と
し
て
カ
ラ
ー
ミ
ー

シ
ョ
ッ
プ
（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
プ
ラ
ン
）
を
、
初

期
費
用
＋
月
額
費
用
（
３
，
３
０
０
円
）
が

1
年
間
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
開
設
を
考
え
て
い
る

方
、
セ
ミ
ナ
ー
受
講
希
望
の
方
は
、
最
寄
り

の
商
工
会
ま
で
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ネットショップ開設を
考えている方へ！

無料オンライン
セミナー、
ワークショップ
開催

役 員 名 簿
▲岡山会長

（敬称略）
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「無料法律電話相談」事業のご案内 法律に関することは、商工会にご相談ください

経営安定に関する相談、法律相談会などの事前確認や事後フォローなどにおける経営法務問題について、
商工会職員が無料で「弁護士」との電話相談をお受けします。

初期相談に限ります。詳しく相談されたい方は「無料法律相談会」などをご利用ください。
また、法的手続きを弁護士に委任するような場合には、手続きなどに要する費用は相談者の負担となります。

こんな悩みはありませんか。
● 連鎖倒産の恐れがある　　● 手形処理のトラブル　　　　　　　● 債権回収ができない
● 不当な契約要求　　　　　● 債務不履行などのトラブル　　　　● 返済のリスケジュール
● 破産・清算を考えている　● その他経営法務に関するトラブル

『弁護士による無料窓口相談会』をご利用ください！
お取引先の倒産や売掛金回収のトラブル、借金問題や事業再生、事業承継や相続に係る相談等、企業経営に伴う
法律問題等について、小規模事業者等の皆様が、直接弁護士と相談できる無料窓口相談会を開設しています。

◇ご注意
本事業は、解決策をアドバイスす
るものであって、弁護士がご相談
内容に関する書類作成等を行うも
のではありません。
◇申込方法（要予約）
事前に最寄の商工会までお申込
（ご予約）をお願いいたします。
オンライン相談は最寄の商工会にて
ZOOMオンラインにて実施します。

◆ 7月の開設日

6日（火）　ＯＫＢふれあい会館
県連企業支援課� 058-277-1070

20日（火）　ＯＫＢふれあい会館
県連企業支援課� 058-277-1070

◆ 8月の開設日

24日（火）　ＯＫＢふれあい会館
県連企業支援課� 058-277-1070

予約制 開催時間は午後１時から
午後５時まで

（１回のご相談時間は、50分単位の予約制です）

補助金名 公募時期 補助金概要

国

小規模事業者持続化補助金
（一般型）

6 月 5 日～ 10 月 1 日
まで（6 次締切）

小規模事業者が地域の商工会の助言等を受けて経営計画を
作成し、その計画に沿って地道な販路開拓、生産性向上等
に取り組む費用を支援する補助金

小規模事業者持続化補助金
（低感染リスク型ビジネス枠）

5 月 13 日～ 7 月 7 日
まで（2 次締切）
7 月 8 日～ 9 月 8 日
まで（3 次締切）

小規模事業者が経営計画及び補助事業計画を作成して取り
組む感染拡大防止のための対人接触機会の減少と事業継続
を両立させるポストコロナを踏まえた新たなビジネスやサ
ービス、生産プロセスの導入等に関する取組を支援 する補
助金

小規模事業者持続化補助金
（令和 2 年 7 月豪雨型）

5 月 15 日～ 7 月 2 日
まで（2 次締切）

令和２年７月の豪雨災害により事業用資産に損壊等の直接
的な被害を受けた、もしくは売上減少の間接的な被害を受
けた小規模事業者等が商工会の助言を受けながら災害から
の事業の再建に向けた計画を作成し、作成した計画に基づ
いて行う事業再建の取組に要する経費の一部を支援する補
助金

ＩＴ導入補助金 7 月 30 日まで
（2 次締切）

中小企業・小規模事業者等が自社の課題やニーズに合った
IT ツールの導入を支援する補助金

ものづくり・商業・サービス生産
性向上促進補助金

（一般型、グローバル展開型）
5 月 13 日～ 8 月 17 日
まで（7 次締切）

制度変更 ( 働き方改革や被用者保険の適用拡大、賃上げ、イ
ンボイス導入等 ) 等に対応するため取り組む革新的サービス
開発・試作品開発・生産プロセスの改善を行うための設備
投資等を支援する補助金

事業承継・引継ぎ補助金 6 月 11 日～ 7 月 12 日
まで

事業承継や M&A を契機として経営革新等を行う中小企業
者および M&A による経営資源の引継ぎを行う中小企業者
に対して、その取り組みにかかる経費の一部を補助する補
助金

事業再構築補助金 5 月 20 日～ 7 月 2 日
まで（2 次締切）

ポストコロナ・ウィズコロナ時代に対応するために新分野
展開、事業転換、業種転換、業態転換、又は事業再編とい
う思い切った事業再構築に意欲を有する中小企業等を支援
する補助金

７月１日現在　公募されている主な補助金一覧
公募要領の詳細等及び申請に関するご相談につきましては、お近くの商工会までお願いいたします。

経営者の皆様のお悩みにお応えします！
ZOOM オンライン相談可
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この商工ニュースは県の補助金を受けています。 岐阜市薮田南5丁目14の53 OKBふれあい会館9F
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JR 高山線上麻生駅から
徒歩５分のところに祖母
の時代から約 70 年美容室
を営んでいましたが、一
昨年私が脳梗塞になった
のを機に東京から娘がか

えってきて、今年５月に県内初の“瞬間”髪質改
善バブル SPA を導入して、場所と店名を変えて新
規オープンさせました。

福祉共済には女性部資金の協力のつもりで加入
していたため補償内容を覚えていませんでした。
病気で休業していたことを商工会の方に話したら、
福祉共済のシニアトータルがんに加入しているか
ら、入院給付金が出るかもしれませんと教えてい
ただき、昨年の入院だけでなく、その前の年の脳
梗塞で入院していた分も請求の手続きを進めてく
ださり、昨年のクリスマスに受け取ることができ
とても感謝しております。

加入していてよかった 会員福祉共済 情報提供者　GRACE hair&spa　渡辺照子
（所属・七宗町商工会）

共済加入者
喜びの声

共済加入者
喜びの声

共済加入者
喜びの声

共済加入者
喜びの声

揖斐郡池田町は西側には県内有数の夜景の綺麗な池
田山がそびえ、東側には木曽三川の一つでもある揖斐
川が流れています。そんな自然豊かな町に和菓子製造
販売を営む「伊吹堂」さんを今回ご紹介いたします。

■ なりたち
店主の窪田さんは、揖斐川町
の中でも山深い春日村（現在の
揖斐川町）に、祖父の代から続
く伊吹堂のお菓子とともに育ち
ました。祖父の代には法要など
のお菓子を主に販売、２代目と
なる父の代にはヤマザキパンと
和菓子の併売店として地元の人に愛されてきました。
その一方で、店主は高校卒業後、別の分野へ就職し
サラリーマン人生を送られてきました。ただ地元揖斐
川町のイベントや祭りの時には、伊吹堂のお手伝いを
され、細い道ですがお菓子の道を確実に残されていま
した。
そんな店主に転機が訪れたのは24歳の時。仕事のこ
と、家のこと、家族のことに思いを巡らし、菓子屋の
道に戻ることを決意し、本巣市にある有名和菓子店で
修業をすることを決意。お菓子に関しては素人で同期
との差を埋めるべく必死な思いで勉強され、頭の中に

は１つの大きな夢が芽生
えてきました。「和菓子
専門の新たな伊吹堂を作
りたい…」
そんな強い思いから、
和菓子店での勉強会で最
優秀賞を取ること３回。
また全国和菓子協会が認
定する「優秀和菓子職」
も取得。押しも押されぬ
和菓子職人になられ、満
を持して池田町に伊吹堂
を開店され現在に至って
おられます。

■ 当店のこだわり
伊吹堂の名物は2つあります。一つは修業時代から
磨き続けてきた「どら焼き」。池田町のシンボルとも
言える池田山をイメージし「池田のやま」と命名。も
う一つが「あげぱん」。食パンに粒あんをサンドし、
サクッと揚げたあげぱんは2代目の父が考案されたお
菓子で、今も息子である店主によりここ池田町で脈々
と受け継がれています。

■ 商工会との関わり
和菓子店での修業を経
て、ここ池田町で開業する
にあたり、まずは商工会に
相談されました。経営のノ
ウハウ、店舗レイアウト、
開業資金、税務関係など、
商工会での支援は大変感謝されました。開業から10
年以上になりましたが、経営・経理・税務など今も商
工会を利用され、昨年には国の持続化補助金も採択、
経営計画や商品PRについても伴走型支援を実施いた
しました。

■ 今後について
「あげぱん」を通じて和菓子の敷居を低くし、小さ
な子供がおやつに「あげぱん」を買いに来る。そんな
微笑ましい光景が伊吹堂にはよく見られます。
何十年経ち、この子たちが大人になったとき、子供
のころに食べたなつかしい味、心に残る味となるよう
想いを込めて、これからも和菓子を作り続けていただ
けることと思います。� （池田町商工会）

店主の窪田さん夫婦

こだわりの和菓子が並ぶ店内

店舗外観

未来を応援

伊  吹  堂

伊吹堂
住 所  揖斐郡池田町八幡2511-5
T E L  0585-45-0890
H P  https://ibukido.business.site/

父の思いを受け継ぎ
「あげぱん」をソウルフードに!!


